
第１章�

神奈川の地域のすがた�

１　地域政策圏の設定�
�
２　地域区分設定の考え方�
�
３　各地区の現状�

3



4

1 地域政策圏の設定

○　神奈川は、丹沢から足柄の山々、湖、相模川や酒匂川とその周りに広がる相模平野や足柄平野、三浦
から多摩、武蔵野へと続く丘陵・台地、東京湾と相模湾を分ける三浦半島など、豊かな自然に恵まれて
います。一方で、首都圏に位置し、交通網をはじめとする利便性の高い都市的インフラが整備され、日
本有数の産業の集積や、高い技術力も持っています。これら神奈川の魅力は、地域にくらす人々の生活
を多彩なものにしています。

○ 「神奈川力構想・プロジェクト５１」では、県土づくりの基本的方向を次のとおり示しておりますが、
「神奈川力構想・地域計画」においても同様の考えに基づき、地域政策圏を設定しています。

（1）県土形成の基本的方向

神奈川は、首都圏にありながら豊かな自然に恵まれ、人々のにぎわいや産業の集積が進んでいる大変多彩
な風土を持っています。
その中で、これまで神奈川は、業務機能やものづくりなどの面で首都機能の一翼を担うとともに、過度な

開発を抑制することによって、良好な都市環境の保全に努めてきました。
今後の県土づくりでは、引き続き東西バランスに配慮し、県土の均衡ある発展をめざしつつ、地域の資源

や個性を生かし、多様で豊かな県民生活を支え、次の世代に良好な県土を引き継ぐ観点から県土政策を進め
ていきます。
このことを通して、新たな活力と魅力にあふれ、また、安全で環境に配慮した県土形成に努めます。

●人々の生活と自然の重視

●南北の結びつきの重視

●隣接する都県との交流圏域の重視

●首都圏における連携

●都市再生などの取組みへの対応

（2）地域政策圏形成の基本的方向

県土形成にあたっては、水、みどり、空間などの自然の連続性や将来の交通基盤の整備状況、人々の活動
の広がりなどをベースに、地域の特性を生かした地域づくりを進めます。そのため、県内に「国際文化交流
都市圏」「環境共生生活都市圏」「緑住快適交流都市圏」の3つの地域政策圏を設定しています。今後もそれ
ぞれの地域政策圏の形成の基本的方向に沿って、様々な取組みを進めるとともに、地域主体のまちづくりに
配慮した土地利用を進めます。

神奈川の地域のすがた
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②環境共生生活都市圏�

③緑住快適交流都市圏�

①国際文化交流都市圏�

①　国際文化交流都市圏（多摩川、鶴見川流域、多摩・三浦丘陵を一体としてとらえた、川崎・横浜、
三浦半島を含む県東部の地域）

→p.２０※

②　環境共生生活都市圏 （丹沢から相模川や境川、引地川、金目川の流域を一体としてとらえた、津
久井から県央、湘南を含む県中央部の地域）

→p.５８※

③　緑住快適交流都市圏（丹沢、酒匂川流域を一体としてとらえた、足柄上から西湘に至る県西部の地
域）

→p.９６※

※それぞれの地域政策圏形成の基本的方向は、各ページに記載しています。

〈地域政策圏域図〉

地域政策
圏の設定
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2 地域区分設定の考え方

○　神奈川では、時代の流れとともに、社会経済環境が大きく変化してきている中で、様々な分野で行政
需要が多様化、複雑化するとともに、人々の生活圏域の広がりもあいまって、地域における課題も広域
化、重層化してきています。これらの課題に対応するには、ある程度まとまりのある地域が共有する課
題に対して、市町村の取組みも含めた一体的な対応を行っていくことが効果的です。

○ 「神奈川力構想・プロジェクト５１」では、県内に「国際文化交流都市圏」「環境共生生活都市圏」「緑
住快適交流都市圏」の3つの地域政策圏を設定しましたが、より地域に即した課題への対応として、ま
とまりのある地区を単位とした課題の抽出と、その解決に向けた地域プロジェクトを推進していくため、
3つの地域政策圏に人々の通勤・通学圏や商圏などの生活の広がりを加味して、下図のとおり地域区分
を設定しました。

○　地域区分により、完全に完結した地区となるわけではありませんので、むしろ各地区を完結して捉え
るのではなく、地区が連携しながらそれぞれの地区の個性を生かしていくことが大切です。そこで、
「神奈川力構想・地域計画」では地区を越えた広域課題への対応も考慮していきます。

緑住快適交流都市圏 環境共生生活都市圏 国際文化交流都市圏

〈西湘地区〉
小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町

〈湘南地区〉
平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、秦野市、
伊勢原市、寒川町、大磯町、二宮町

〈横須賀三浦地区〉
○横須賀市、鎌倉市、 子市、

三浦市、葉山町

〈足柄上地区〉
南足柄市、中井町、大井町、松田町、

山北町、開成町

〈県央地区〉
○相模原市、厚木市、大和市、海老名市、
座間市、綾瀬市、愛川町、清川村

〈津久井地区〉
城山町、津久井町、
相模湖町、藤野町

〈川崎地区〉◎川崎市

〈横浜地区〉◎横浜市

◎…政令指定都市　　○…中核市

神奈川の地域のすがた
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地域区分
設定の考
え方
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（１）人口動態（少子・高齢化）

人口の推移は、川崎、横浜、県央及び
湘南の各地区では緩やかながら増加が続
いていますが、横須賀三浦、足柄上、西
湘、津久井の各地区では横ばいないしは
緩やかながら減少が始まっています。
また、全県では、２００４（平成１６）年

1月1日現在での６５歳以上の人の割合は
１５．７％であり、高齢社会＊１となっていま
すが、地区別に見ると、横須賀三浦及び
西湘地区ではすでに２０%を超えている一方
で、川崎、県央の両地区では、１４%を超え
ていません。

3 各地区の現状

○　「神奈川力構想・プロジェクト５１」の「神奈川のめざすすがた」では全県的な「時代の変化と
今後の見通し」を明らかにしましたが、県内の各地区に目を移してみると、それぞれの地区の特
徴が浮かび上がってきます。

○　第2章では、各地区で「地域の課題」を設定し、それを表す「数値データ（指標）」をとりあ
げていますが、その前提としてここでは、各地区を横断的に地域の現状を概観します。

   １９９８ １９９９ ２０００ ２００１ ２００２ ２００３ ２００４ 全県に占める割合�

 川崎 １,２１９,４７５ １,２３１,９２７ １,２４１,５５２ １,２５２,５４０ １,２６９,４６９ １,２８３,４１１ １,２９５,１２１ １４.９%�

 横浜 ３,３４４,６５４ ３,３７２,９１６ ３,３９７,８９５ ３,４３２,７０３ ３,４６９,１０８ ３,５０３,１８２ ３,５３２,６９１ ４０.６%�

 横須賀三浦 ７３７,０８９ ７３６,７５０ ７３８,７１５ ７３６,７５０ ７３７,７４１ ７３９,２５８ ７４０,１３２ ８.５%�

 津久井 ７６,５３４ ７６,４６４ ７６,０９４ ７５,５０７ ７５,１１５ ７４,５３４ ７３,９６０ ０.９%�

 県央 １,３７５,２７６ １,３８７,２２７ １,３９６,２６１ １,４０８,８８２ １,４２０,４６１ １,４２９,７７７ １,４４０,８１８ １６.６%�

 湘南 １,２２１,０２５ １,２２６,１２６ １,２２９,３７４ １,２３３,４４５ １,２４０,５０９ １,２４７,００９ １,２５３,２０８ １４.４%�

 足柄上 １１１,０８２ １１１,４３０ １１１,５３４ １１０,８７５ １１１,２４２ １１１,４５０ １１１,８６７ １.３%�

 西湘 ２５５,７０２ ２５５,４９６ ２５４,７４９ ２５２,７９６ ２５１,７２７ ２５１,０４４ ２４９,９２３ ２.９%�

 全県 ８,３４０,８３７ ８,３９８,３３６ ８,４４６,１７４ ８,５０３,４９８ ８,５７５,３７２ ８,６３９,６６５ ８,６９７,７２０ １００.０%

（単位：人）�

各年1月1日現在の人口�
�

「神奈川県人口統計調査」「神奈川県年齢別人口統計調査」より作成�

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

1.06

1.08

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0（％）�

１９９８年を１とした人口の推移�

６５歳以上人口の割合（２００４年１月１日現在）�

川崎�

横浜�

横須賀三浦�

津久井�

県央�

湘南�

足柄上�

西湘�

川崎　　　　　　　横浜　　　　　　横須賀三浦�
津久井　　　　　　県央　　　　　　湘南�
足柄上　　　　　　西湘�

1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004年�

13.8

15.7

21.0

16.5

13.1

15.8

18.4

20.0

＊１　高齢社会：一般に、高齢化率（６５歳以上の人の割合）が7％を超えた社会を「高齢化社会」、１４％を超えた社会を「高齢社会」と呼んで
います。（「高齢社会白書」内閣府編（２００３年版））

神奈川の地域のすがた
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自然増については、川崎、横浜、県央、湘南及び足柄上地区ではプラスですが、横須賀三浦、津久井
及び西湘地区では、マイナスとなっています。また、自然増がある地域でもその増加幅は低下傾向に
あります。
社会増については、川崎、横浜、横須賀三浦、県央、湘南及び足柄上地区では最近３年間、プラス

が続いていますが津久井及び西湘地区ではマイナスが続いています。また、社会増が続いている地区
でも、川崎及び横浜地区では2年間連続で増加幅が減少、県央及び足柄上地区では再び上昇するなど
の動きが見られますが、傾向は一定していません。
人口の推移は地域の差があると言え、それぞれの特徴に応じた対応が求められています。

自然増�

社会増�

県央� 湘南�

横須賀三浦� 津久井�

川崎� 横浜�

足柄上� 西湘�

人� 人�

人� 人�

人� 人�

人� 人�

「神奈川県人口統計調査」より作成�
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5,000�
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-1,000�

-2,000
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1998 1999 2000 2001 2002 2003年� 1998 1999 2000 2001 2002 2003年�

1998 1999 2000 2001 2002 2003年� 1998 1999 2000 2001 2002 2003年�

1998 1999 2000 2001 2002 2003年� 1998 1999 2000 2001 2002 2003年�

1998 1999 2000 2001 2002 2003年� 1998 1999 2000 2001 2002 2003年�

各地区人口の自然増、社会増の推移�

各地区の
現状
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（２）産業・経済
県内の各地域ではそれぞれの地域資源を生かした産業が活発に行われていますが、我が国の経済の低

迷が続く中で、地域経済にもその影響が現れており、生産年齢人口の減少もあいまって、地域経済の基
盤が弱まってきています。
それぞれの地域の特徴を生かしながら、地域経済の活性化に取り組んでいく必要があります。

農業産出額を見ると、県内では、横須
賀三浦、県央及び湘南の3地区で県内の約
4分の3を占めています。

製造品出荷額等では、川崎、横浜、県
央及び湘南の4地区が約２０％でほぼ同じ
割合となっています。
その推移を見ると、長期的には低下傾

向ですが、回復の兆しも見られます。

農業生産額の割合（２００３年）�

２００３年は概算�
「神奈川県農林水産統計年報」より作成�

川崎 3.3%

横浜�
13.0%

横須賀三浦�
20.0%

全県�
751.3億円�

津久井 1.4%県央県央�
19.5%

足柄上足柄上�
5.2%

西湘西湘�
5.9%

県央�
19.5%

湘南�
31.7%

足柄上�
5.2%

西湘�
5.9%

  １９９９ ２００１ ２００３�
 川崎 ３４.０ ２６.８ ２５.１�
 横浜 １３８.３ １０５.３ ９７.７�
 横須賀三浦 １３２.４ ２２０.６ １５０.３�
 津久井 １３.１ １１.５ １０.５�
 県央 １５４.７ １４７.１ １４６.５�
 湘南 ２６８.７ ２４８.８ ２３８.２�
 足柄上 ４３.９ ３８.８ ３９.０�
 西湘 ４７.９ ４４.４ ４４.０�

（単位：億円）�

津久井 0.5%

２００３年は速報値�
「神奈川県工業統計調査結果報告」より作成�

製造品出荷額等（従業者4人以上の事業所）の割合（２００３年）�

  １９９９ ２００１ ２００３�
 川崎 ４３,４６３ ３８,２６８ ３８,３５４�
 横浜 ４９,６１６ ４４,９８８ ４０,９７２�
 横須賀三浦 ２０,８８９ ２０,７４６ ２２,２４９�
 津久井 １,０１８ １,３６９ ８５１�
 県央 ４１,６０４ ３８,３５６ ３２,１５０�
 湘南 ４２,３９６ ４０,６０８ ３７,９０９�
 足柄上 ５,７５０ ５,７６７ ６,１７１�
 西湘 ８,４４１ ９,０００ ８,７９９�

（単位：億円）�

川崎�
20.5%

横浜�
21.9%

横須賀三浦�
11.9%

全県�
18.7兆円�

県央県央�
17.2%

湘南�
20.2%

足柄上 3.3%
西湘西湘�
4.7%

県央�
17.2%

西湘�
4.7%

神奈川の地域のすがた
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商店街など地域に密着している小売業
の年間商品販売額の割合は、各地区の人
口比に近い割合です。
その動向を見ると、横須賀三浦、津久

井、県央、湘南及び西湘地区で販売額の
低下が続いています。

観光産業はこれからの成長が見込まれ、
地域資源の活用を図り定住人口だけでな
く交流人口を増やすことは地域の活性化
につながることが期待されています。入
込観光客数は横浜、横須賀三浦、湘南及
び西湘地区のウエイトが高くなっていま
す。

（単位：億円）�

  １９９７ １９９９ ２００２�
 川崎 １１,０１８ １１,７５４ １１,４０２�
 横浜 ３７,４８８ ３９,１４４ ３６,１８１�
 横須賀三浦 ７,５３５ ７,２４２ ６,７６１�
 津久井 ５１８ ４９８ ４８４�
 県央 １４,９０７ １４,８２４ １３,９９６�
 湘南 １３,０２５ １２,９１９ １１,７９１�
 足柄上 ９３４ ９５１ ８３６�
 西湘 ３,３５９ ３,２５６ ３,１９２�

「神奈川県商業統計調査結果報告」より作成�

川崎�
13.5%

横浜�
42.7%

横須賀三浦�
8.0%

全県�
8兆4,643億円�

津久井 0.6%

県央�
16.5%

西湘西湘�
3.8%

県央�
16.5%

湘南�
13.9%

足柄上 1.0%
西湘�
3.8%

小売業の年間商品販売額の割合（２００２年）�

（単位：千人）�

  ２００１ ２００２ ２００３�
 川崎 １２,８１１ １１,７６６ １２,７６４�
 横浜 ３３,７８４ ３４,５３６ ３４,６６５�
 横須賀三浦 ３２,４０７ ３２,６７６ ３２,７７０�
 津久井 ２,６９１ ２,６５１ ２,６８８�
 県央 ８,５７６ １１,５０３ １０,７５７�
 湘南 ２２,９１９ ２２,５６４ ２４,２７３�
 足柄上 ３,４１５ ３,４９７ ３,８３４�
 西湘 ３０,１４６ ２９,７５５ ３０,５７６�

川崎�
8.4%

横浜�
22.8%

横須賀三浦�
21.5%

全県�
1億5,232万人�

津久井 1.8%

県央県央�
7.1%

西湘西湘�
20.1%

県央�
7.1%

湘南�
15.9%

足柄上 2.5%

西湘�
20.1%

「神奈川県入込観光客調査報告書」（神奈川県観光振興�
対策協議会）より作成�
注） 大和市は２００２（平成１４）年から調査実施�
 中井町、大井町、開成町は２００３（平成１５）年から調査実施�
 綾瀬市は調査を実施していない�

入込観光客数の割合（２００３年）�

各地区の
現状
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外国籍県民の数は、国際課調べより作成
人口１万人あたりの外国籍県民は、「神奈川県人口統計
調査（１６.1.1現在）」をもとに政策課で加工

国境を越えた人、ものの移動
がますます活発化してくる中で、
外国籍県民が今後も増加する見
込みですが、人口比では川崎、
横浜及び県央地区が多くなって
います。

川崎� 横浜�横須賀三浦�津久井� 県央� 湘南�足柄上�西湘�

70,000�

60,000�

50,000�

40,000�

30,000�

20,000�

10,000�

0

人� 人／1万人�
250�

200�

150�

100�

50�

0

全県 149,012人�
人口１万人あたりの�
外国籍県民の数（右軸）�

外国籍県民の数�
（左軸）�

（３）県民生活
ライフスタイルの多様化やボーダレス化の流れの中で、外国籍県民の数の増加や、NPO＊１をはじめ

とする県民の自主的な活動が活発になるなど、県民生活・県民意識も時代とともに変化してきています。
また、都市化の進展などにより、地域のコミュニティ機能が低下しており、安全で安心してくらせる

社会づくりが求められていますが、これらの変化の中にも地域の特徴が見られます。

外国籍県民の数（２００３年１２月３１日現在）

県のNPO法人認証数は、県民総務室調べより作成
人口１万人あたりのNPO法人認証数は、「神奈川県人
口統計調査（１６.1.1現在）」をもとに政策課で加工

県認証の特定非営利活動法人
（NPO法人）は、横浜地区に主
たる事務所を置くものが多くな
っています。また、人口１万人
あたりでは、横浜及び横須賀三
浦地区で多くなっています。

川崎� 横浜�横須賀三浦�津久井�県央� 湘南�足柄上�西湘�

500�

450�

400�

350�

300�

250�

200�

150�

100�

50�

0

1.60�

1.40�

1.20�

1.00�

0.80�

0.60�

0.40�

0.20�

0.00

件� 件／1万人�

全県 945法人�人口１万人あたりの�
NPO法人認証数（右軸）�

NPO法人認証数�
（左軸）�

県のNPO法人認証数（２００４年3月３１日現在）

神奈川の地域のすがた

＊１　NPO…Non-Profit Organization（民間非営利団体）の略。本計画では「ボランタリー活動を行う特定非営利活動法人（いわゆるNPO
法人）及び法人格を持たない団体」をいいます。
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刑法犯認知件数は、警察本部調べより作成
人口１万人あたりの刑法犯認知件数は、「神奈川県人口
統計調査（１６.1.1現在）」をもとに政策課で加工

都市化の進展などにより、コ
ミュニティ機能が弱まるととも
に、人々のモラルの低下が進行
する中で、身近な犯罪が多発し
ていますが、人口１万人あたり
の刑法犯認知件数で見ると、県
央、川崎、湘南地区の順となっ
ています。

川崎� 横浜�横須賀三浦�津久井�県央� 湘南�足柄上�西湘�

80,000�

70,000�

60,000�

50,000�

40,000�

30,000�

20,000�

10,000�

0

件� 件／1万人�
300�

250�

200�

150�

100�

50�

0

全県 186,290件�人口１万人あたりの�
刑法犯認知件数�
  （右軸）�

刑法犯認知�
件数（左軸）�

刑法犯認知件数（２００３年）

高等教育機関である大学など
の数は、横浜、県央、湘南地区
の順となっています。
産学公連携による産業振興が

活発化してくるなど、地域社会
の中で、大学などに存在感が出
てきています。

川崎 １０�

横浜 ２１�

横須賀三浦 ６�

津久井 １�

県央 １６�

湘南 １４�

足柄上 ０�

西湘 ２�

（単位：校）�

政策課調べ�

注） 複数市町村に学部がある�
 場合は、それぞれ集計�

大学院・大学・短大の数（２００３年4月現在）

交通事故発生件数は、警察本部調べより作成
人口１万人あたりの交通事故発生件数は、「神奈川県人
口統計調査（１６.1.1現在）」をもとに政策課で加工

人口１万人あたりの交通事故
の発生件数では津久井、県央、
湘南及び西湘の各地区で比較的
多くなっています。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

0

20

40

60

80

100
件� 件／1万人�

全県 65,313件�

人口１万人あたりの�
交通事故発生件数�
（右軸）�

交通事故発生件数�
（左軸）�

川崎� 横浜�横須賀三浦�津久井�県央� 湘南�足柄上�西湘�

交通事故発生件数（２００３年）

各地区の
現状
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（４）自然・環境
多様で豊かな自然環境に恵まれている神奈川ですが、近年の著しい都市化の進展などにより緑地の減

少が進んでいます。良好な自然環境を将来の世代に引き継ぐため、各地域の特徴に応じた取組みを行っ
ていくことが必要です。
また、近年、さまざまな環境問題が生じているなかで、とりわけ廃棄物の問題は、地域の課題として

現れており、発生抑制・資源化・適正処理とあわせて、不法投棄の防止対策を推進する必要があります。

森林は清浄な空気や貴重な水
などを生む母体としての役割を
担ってきました。また、地域の
文化にあった森林の在り方など
も求められています。神奈川の
森林は、足柄上、津久井及び西
湘地区などに多く広がっていま
す。

「神奈川地域森林計画書」より作成�

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

ha

西
湘�

足
柄
上�

湘
南�

県
央�

津
久
井�

横
須
賀
三
浦�

横
浜�

川
崎�

森林面積（２００３年4月1日現在）

都市のみどりを保全していく
ため、緑地の保全や都市公園の
整備など、各地域で取組みが進
められています。

県関係各課での調査集計より作成�
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そ
の
他
緑
地
等（
地
域
制
緑
地
＊
１
、
ト
ラ
ス
ト
緑
地
、
農
用
地
区
域
）   

　
都
市
公
園�

市街地におけるみどりのスペース（２００３年度末　累計）

神奈川の地域のすがた

＊１　地域制緑地…首都圏近郊緑地保全法などの法律や条例などにより保全されている緑地。
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不法投棄箇所数は増加傾向に
あるものの、不法投棄量は減少
傾向にあります。こうした中で、
２００２（平成１４）年度の不法投
棄量の地区別割合を見ると、県
央地区で４４.３％、横須賀三浦地
区で２４.２％、横浜地区で１１.７％
などとなっています。

（単位：トン）�

  ２０００ ２００１ ２００２�

 川崎 ６ ６ ４�

 横浜 ９１ ８９ １１６�

 横須賀三浦 ３４８ ３２５ ２４１�

 津久井 ７９ ３０ ２２�

 県央 ６０９ ５４７ ４４０�

 湘南 ７７ １０６ ８６�

 足柄上 ７６ ７ １４�

 西湘 ７７ ７ ７１�

川崎 0.4%

横浜�
11.7%

横須賀三浦�
24.2%

全県�
994トン�

津久井�
2.2%

県央�
44.2%
県央�
44.3%
県央�
44.3%

湘南�
8.7%

足柄上 1.4%

西湘�
7.1%
西湘�
7.1%

0

500

1,000

1,500

2,000
トン�

1998

1,569

1,824

1,662

1,394
2,287

1,362

1,114

2,305

994

2,410

1999 2000 2001 2002年度�

箇所�

0

1,000

2,000

3,000
投棄箇所数（右軸）�投棄量（左軸）�

廃棄物対策課調べ（毎年度末の市町村との合同パトロール
などで確認した不法投棄の量・箇所数）より作成�

※各地区ごとにトン未満を四捨五入しているため、各地区
投棄量の合計と県全体の投棄量は一致しない。�

県全体の不法投棄の推移

不法投棄量の割合（２００２年度）

各地区の
現状
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（５）交通基盤

混雑度＊１が１.０未満の箇所の割
合は川崎、横浜、県央地区が低
く、円滑に走行できる箇所が少
ないことがわかります。
ただし、特定の箇所の混雑度

が高いことが、地区の課題とな
っているケースもありますの
で、それぞれの地域の特徴に応
じた対策が必要です。
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�

1.0未満�混雑度� 1.0～1.25 1.25～1.75 1.75以上�

「道路交通センサス」より作成�

注）高速自動車国道、都市高速道路を除く�

  混雑度�

１.０未満�
�
１.０～１.２５�
�
１.２５～１.７５�
�
１.７５以上�

推定される交通状況�

昼間１２時間を通して、道路が混雑することなく、円滑
に走行できる状況。�
昼間１２時間のうち道路が混雑する可能性のある時間
帯が1～2時間（ピーク時間）ある状況。�
ピーク時のみの混雑から日中に連続的混雑が生じる
過渡的な状況。�

日中に慢性的に混雑している状況。�

混雑度の箇所の割合（１９９９年度）

＊１　混雑度…道路の混雑の程度を表す指標で、道路の持つ交通容量（交通を通すことができる能力）に対する実際の交通量の比で示されます。
数値が大きくなるほど、混雑程度の悪化を示します。

神奈川の地域のすがた




